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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/4/21、5/26実施）～ 

 

2018年 4月 21日参加者: 5名 

 

 

 
アシ（ヨシ）はこれから 

 

先月と同様、ホオジロの鳴き声が

聞こえる。やはり川向うの木の枝に

とまっていた。先月よりさえずりは

かなり上手になっていた。仲間にア

ピールできたかな？ 

池のアシ、マコモ、かなり伸びて

きた。アシの背丈はまだ向こうが見

通せるくらいだが夏の背丈を想像す

るとその成長の速さには驚く。 

 

カワジシャ、ウシハコベ、ハコベ、オ

ニタビラコ、オオイヌノフグリ、タチイヌ

ノフグリ、カラスノエンドウ、ヤエムグ

ラ、ムラサキケマン、オニタビラコ、カキ

ドオシ、オランダミミナグサ、イヌガラ

シ、ハルジオンなど咲いている。どれも成

長がいちじるしく葉も随分大きいものが多

い。遊歩道際にもカワジシャが見られるよ

うになったのはうれしい。 

 
 

環境省指定準絶滅危惧種のカワヂシャ 
 

 
初観察？オオジシバリ 

タネツケバナは間に隠れてひそやか

だ。先月は芽をだしたばかりのカナムグ

ラだったが、今日はもう、しっかりツル

をのばして他の草にからみついている。

田んぼの畦にはムラサキサギゴケ、タガ

ラシ、ケキツネボタン、ヘビイチゴ、ノ

ミノフスマなどが咲き乱れている。タン

ポポに交じってオオジシバリも咲いてい

た。ここでのオオジシバリは初めての観

察か？ 
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アリアケスミレも花盛り、そばにはチ

ガヤ、ヤワラスゲも。またノジシャ、ノゲ

シ、オニノゲシ、キュウリグサも観察。 

時々カルガモが賑やかな音をたてて着

水する。草の間でのんびり餌をついばみだ

した。ムクドリがキュルキュルととびか

い、ハシボソカラスものんびりお散歩。空

をみあげればツバメも高いところをとんで

いた。鳥は他にシジュウカラ、アオサギを

見る。カワラヒワは声のみ。 

 

 
毎年咲くのが楽しみなアリアケスミレ 

 

 
コナラの幹に集まるヨコヅナサシガメ 

チョウの仲間ではベニシジミ、ヤマトシ

ジミ、ナガサキアゲハ、アオスジアゲハな

ど。冬の間に見られたヨコヅナサシガメは成

虫になったのか、黒白のシックなものにまじ

って赤いおしゃれなものまでがコナラの幹に

並んでいた。 

フジ、ミズキ、広場のキリも花盛り。イ

ヌザクラもめだたないが花盛り。カエデのト

ンボが赤くてかわいらしい。 

4月なのにもう 5月かと思わせるような植物

の様子。予報では今日も夏日だという。これ

からの季節はいったいどうなるのだろうか。 

 
小さいけれど堂々と咲くノミノフスマ 

 

 
花盛りの畦 

 

 
一面に穂を出すチガヤ 

 



3 

 

2018年 5月 26日 参加者: 6名 

 

 

それほど陽ざしはきつくなく、心地よい風がふく。 

入口近くにあるトウカエデが種子をたくさんつけて

いるのを見る。ちぎって飛ばしてみたが飛ばずにすぐ落

ちてしまう。まだ水分を多く含んでおり重いからだろう

か。 

生垣のイヌマキにもオバナがびっしりついている。

雌雄別株とのことで、この生垣は雄株ばかりのようだっ

た。メバナはめだたないが変わった形をしているとのこ

と、見てみたいものだ。 

今日見られた花はコヒルガオ、ドクダミ、オニタビ

ラコ、ノゲシ、コモチマンネングサ、カワジシャ、イヌ

ガラシ、ケキツネノボタン、トキワハゼ、ウシハコベな

ど。そして目立たないがアレチノギシギシ、オヤブジラ

ミ（すでに種）ヒエガエリ、クサイ、マスクサ、カモジ

グサ、イ、コゴメイ、クサヨシなども花をつけていた。

ヒエガエリの穂は最初茶色の穂だが、だんだんと緑色に

変化して開いていくようで、その過程がよくわかった。

湿地のなかのヨシにまじってスックとたつクサヨシは穂

の形はヒエガエリに似ているが、比べてみると姿はスマ

ートでこちらの方がかっこいいように思う。（勝手に比

較しているのだけれど。） 

 

 

ミクリも開花 

 
最高のおやつ、モミジイチゴ 

 

シロバナサクラタデ（葉）の群れ

にはツルマメのつるがからんでいる。

そのなかにアゼナルコ、ミコシガヤ、

カズノコグサが見られた。この時期の

根木内の代表的な存在だ。ヨシのむれ

のなかではフトイ、ヤガミスゲも花を

つけている。フトイはヨシの勢いにも

負けず株を増やしているようだ。 

ヘビイチゴの赤い実はあちらこち

らに見られた。おいしそうだがこれは

口には入れたくない。じっと我慢。そ

して最後に広場に上がってさあおやつ

の時間とばかりモミジイチゴの実をつ

まんだ。 
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ニワトコもたくさん赤い実をつけてい

たが、これはどんな味？なんてながめて

いたら、なんとニワトコの枝にヘビの抜

けらがからまっているのを発見。1.2 メ

ートルくらいはあるだろうか。枝にから

まってスル～と抜けていった様子がわか

り、ちょっと背中がゾ～ッとした。最初

にキショウブ池のあたりでザリガニ釣り

をしている子供達がヘビだ～とさけんで

おり、活躍する季節だなと感じていた

が、最後のハイライトで全身のヘビ衣装

におめにかかるとは、、、、、これだから自

然観察はおもしろい。 

 

 
赤い実をつけたニワトコ 

 
ニワトコにからまった 

ヘビの抜け殻 

ナガサキアゲハ、モンシロチョウ、モンキチョ

ウ、ナミアゲハ、シオカラトンボ、ツマグロヒョウモ

ン？ヤマトシジミ、ベニシジミ。ハシボソカラス、ム

クドリ、シジュウカラ、ヤマガラなども観察。 

 

 
長い！ 

 

 

 

6 月の湿地の観察会は、、、 

6 月 23 日（土） 

9:30 駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/6/23実施）～ 

参加者: 7名 

 

 

 
ムラサキエノコロ？ 

 

空もあたりの空気も薄グレー色に

しっぽりつつまれている。天気予報は

午後から雨だと告げている。森からは

ウグイスのさえずりが聞こえる。 

夏に向かってしっかりと伸びてい

る緑のなかに、ザリガニ釣りの家族が

たくさん集まっているようだ。 

エノコログサ、緑色の穂に交じっ

て一 

株、ムラサキがかったものが目に

つく。葉にも紫色が混じっている。こ

れはムラサキエノコロなのか。 

 

マコモの花がめだつようになった。ミ

クリは花と実。ネズミモチの木も花をつけ

ている。コヒルガオ、ムラサキツメクサ、

ドクダミ、オニタビラコ、ヒメジョオン、

ヨウシュヤマゴボウ、イヌガラシ、ハキダ

メギクそしてハンゲショウの白い葉もよく

めだつ。ソクズも白い花をつけだした。先

月のヒエガエリの穂はすでに茶色になって

いる。コウガイゼキショウの目立たない花

を虫メガネでよくみると白いブラシと黄色

いオシベが観察できた。 

 

 

ハグロトンボを捕まえて観察 

 
脚のギザギザは何のため？ 

 

藪のなかでは今年もハグロトンボが

沢山舞っている。ミゾソバ、ヤブミョウ

ガ、イノコヅチ、カラスウリなどの葉が

生い茂るなかをすすんでいくと、すでに

小さな花をつけているミゾソバをみつけ

た。コナラの幹にヒメジャノメか？茶色

のチョウチョが沢山とまっていた。 

幹からは樹液が出ているのだろう。

そばにはヨコヅナサシガメもいた。 
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生い茂る草の間にナガコガネグモが巣を

かけている。まだ体のちいさいものが多い

が、カクレオビをちゃんと準備している。

ショウリョウバッタ、カマキリなど虫たち

も小さいものが多い。参加者の一人の4歳の

ブンちゃんはショウリョウバッタをつかま

えた。小型のアカガエルも泳いでいた。 

フェンス沿いでは大きなコガネグモがお

食事中。食べているのは糸でぐるぐる巻き

にしたチョウだろうか？ナガコガネグモは

湿地に多いが、コガネグモは陸にもいて、

虫の多い良い環境の場所にしかいないと聞

く。根木内は国道6号のすぐ横だが、良い環

境なのだろう。 

 

 

 
2本の黄色い縞模様が特徴のコガネグモ 

 

 
今年生まれ？ニホンアカガエル 

田んぼの稲はしっかり育っており、その

間を水草とアゼナがびっしり覆っている。田

の草取りは大変だ。アゼナは葉に鋸歯はみら

れず、アメリカアゼナではないだろう。 

コブナグサ、イボクサ、タコノアシ、ア

キノノゲシ（いずれも葉）ミコシガヤ、アゼ

ナルコ、クサヨシ、ハマスゲ、クサイ、イ、

コゴメイ、ヒメガマ、オカトラノオ。ヒメガ

マは穂になる部分の上にオバナがついてい

た。トキワハゼの花とムラサキサギゴケがな

らんでいたので両者のちがいがよくわかっ

た。けれどもまた別の場所で見るとどちらか

と迷うのだろうな。 

 

ヤマトシジミ、ベニシジミ、オオ

シオカラ、シオカラ、ノシメトンボ、

ナガサキアゲハ、カノコガなど。 

広場のムクゲで昨年見た虫を捜

す。ラミーカミキリだ。今年はいない

のかなと思っていたら、いたいた。今

年もブルーのきれいな色をしたラミー

君。すぐにとんでいってしまったけれ

ど。この外来の虫はいったいどこから

やってきたのだろうか。 

 

 
ラミーカミキリを発見 
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キリはたくさん実をつけていた。エゴの木も

実、そしてバナナの様になったムシコブも発

見。中を見ると羽のある小さな黒い虫がうよう

よいた。この虫はエゴノネコアシアブラムシと

いうようで、初夏にエゴノキの実から出てイネ

科のアシボソまで飛んでいき、秋にまたエゴノ

キに戻ってくるという生活を送っているらし

い。この虫と春にみられるオトシブミの虫との

関係はどうなのかしら？というところで雨が降

り出し、今日の観察会はおしまいにした。 

 

 
エゴノネコアシアブラムシの虫こぶ 

 

 

 
普通は丸いエゴの実 

 

7 月の湿地の観察会は、、、 

7 月 28 日（土） 

9:30 駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/8/4実施）～ 

参加者: 3名 

 

 

先週は雨で観察会はお休みにしたので今

日は 7 月 8 月合わせての観察会だが、連日

の猛暑。どうなることやらと、少々案じな

がらのスタートとなった。池のアシはいつ

もなら３ｍくらいにのびているのに、今年

はそんなに高くはなく、元気もないような

感じだ。 

アブラゼミ、そして時々ミンミンゼミ、

合わせてウシガエルの伴奏。BGMはにぎやか

だ。セミのぬけがらはいたるところに見ら

れる。一枚の葉に二つもぬけがらがついて

いたり、柵にはったロープに行儀よくぶら

下がっていたり、さまざまだ。 

 
アベリアの蜜を吸うイチモンジセセリ 

 

生い茂った草むらにはバッタやイナゴが飛び交っている。この暑さのなかでも虫は元気

だ。アッ！ギンヤンマ。つがいで水の上を飛んで、その後産卵しているようだった。緑と

青の体があざやかだ。シオカラトンボ、真っ赤なショウジョウトンボもやってきた。ハグ

ロトンボは前回に比べたら数は減っていた。オオシオカラ、ノシメトンボ、ナツアカネ？

オニヤンマ。オニヤンマはかなり高いところまで上がってしまった。チョウではオレンジ

色が鮮やかなツマグロヒョウモン、イチモンジセセリ、キアゲハ、モンキチョウ、ナミア

ゲハ、コミスジ、アオスジアゲハ、アカホシゴマダラ、ベニシジミ、ヤマトシジミ。そし

てクモでは巣に獲物をかけてお食事中のナガコガネグモ、ジョロウグモ、イオウイロハシ

リグモなどが次々に現れ、目を楽しませてくれた。 
 

 
イネ科が好物のホソハリカメムシ 

 

 

 
お食事中のナガコガネグモ 
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イネの間に生えるタマガヤツリ 

 

田んぼの稲は花が、そして「もう実もつ

いている」と見ていたら、稲の間にタマガヤ

ツリを見つけた。チョウジタデ、ヒレタゴボ

ウ、アゼナなども一緒に育っている。「お米

を育てるためにはこれらはじゃまなんだよ

ね、植物観察には楽しいけれど」と話す。 

ヒメジソ、タカサブロウ、コブナグサ、

タコノアシはまだ花はついていなかった。イ

ボクサも葉のみ確認。暑い中でイボクサの花

を見つけるとうれしいのだが残念だ。 

 

アオミズ（葉）ツユクサ、コヒルガオ、ヨウ

シュヤマゴボウ、ヤブミュウガ、セリ、ハキダ

メギク、オオニシキソウ、イノコヅチ（いずれ

も花）ノブドウ（花と実、アリも寄っており、

ソクズと似ている）ケイヌビエ、マツカサスス

キ、アゼガヤツリ、ヒメクグ、ミコシガヤ、ヒ

メガマ、コウガイゼキショウ、アゼガヤツリ、

カヤツリグサなども今はさかりといった感じ。

ツルマメはシロバナサクラタデの群れのあたり

に大いに勢力をのばしている。 

カントウヨメナが茂る草の中で一輪咲いてい

て美しい。 

 

 
まだ実が白いノブドウ 

 
色づいてきたヤマボウシ 

コナラの木には、すでにしっかりしたド

ングリがついていた。広場のヤマボウシの実

が色づいている。一本のムクノキの葉がなぜ

か茶色に変色している。人間だけじゃなくこ

の暑さは植物にも大変なのだろう。 

最後に、せみ時雨のなかにツクツクボウ

シの声が混じっているのを聞く。まだまだこ

の猛暑は続くようで，秋が近くにきていると

は言い難いが。 

 

9 月の湿地の観察会は、、、 

9 月 15 日（土） 

9:30 駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/9/24実施）～ 

参加者: 6名 

 

昨日の雨は上がったようだが、空

はまだ雲が覆っている。時おり雨がお

ちてくるが、それほどひどい雨にはな

らなかった。 

天気のせいか？虫が少ないように

感じるなかで、草むらにはオンブバッ

タがたくさん飛びかっていた。キチキ

チと音をたてるショウリョウバッタは

いなかったように思う。 

 

 
オンブバッタは親子ではなく夫婦 

 
水面に浮く草につかまったギンヤンマ 

 

他にコバネイナゴ、シオカラトンボ、ギ

ンヤンマ、アオスジアゲハ、ナミアゲハ、ハ

ラビロカミキリ、ツマグロオオヨコバイ、ナ

ガコガネグモ、イオウイロハシリグモ。そし

てジョロウグモはいたるところに巣をかけて

いるが、体はまだ小さかった。アマガエルの

今年生まれたばかりの小さいのを見かける。

花をつけたクズの葉にはオジロアシナガゾウ

ムシがいた。まるでフンがおちているみたい

だ。 

 

空が少し明るくなってきたらセミがな

きだした。ツクツクボウシやアブラゼミだ

が、鳴き方がなんとなくくたびれた鳴き方

のようだ。暑かった夏もようやく終わりを

つげるのか。昨日の気温は雨のため 20℃以

下だったが、今日は少し蒸し暑い。アオド

ウカネかと思われた甲虫はサクラコガネ

か？また草むらに赤い虫を見つけ、図鑑で

調べる。ヒメホシカメムシかな？いやオオ

ホシカメムシだということになった。さ

て？ 

 

 
色々と検討した結果オオホシカメムシと同定 
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分布を広げたシロバナサクラタデ 

 

 

ミゾソバは花をつけ始めた。これからの季

節の花だ。シロバナサクラタデ、ボントクタ

デ、ツルマメ、ヤブミョウガ、タカサブロ

ウ、キツネノマゴは花の盛り。同じつるでも

ヤブマメの花はまだのようだ。草を刈ったあ

とではイボクサが小さな花をつけており、あ

ちらでもこちらでもイボクサを見ることがで

きたのはラッキーだった。 

 

 
写真を撮るのが難しいボントクタデ 

 

 
ミゾソバもタデ科です 

 

 
種子ができ始めているオオイヌタデ 

 
真っ赤なミズヒキもタデ科 

 

ヌマガヤツリ、ヒメサルダヒコも数か所で

見られ数が増えたのか。ヒメクグ、アゼガヤ

ツリ、クサイ、イヌビエ、ケイヌビエ、マツ

カサススキ、チョウジタデ、タコノアシ、ア

オミズ、オオイヌタデ、イヌタデ、ミズヒ

キ、クワクサ、ヒヨドリジョウゴ、ヒレタゴ

ボウ、ヒメジオン、ワレモコウ、ゲンノショ

ウコ、ヤブガラシ、ヒナタイノコズチ、ヒカ

ゲイノコズチ、キンエノコロ、ハキダメギ

ク、メヒシバなども観察。 

 

 
ふさふさの毛のケイヌビエ 
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カナムグラの雄花 

アキノノゲシは毎年同じ場所で花を見かけ

る。アカバナの咲くあたりは生い茂る草で近

づけなかった。ノブドウ、ヨウシュヤマゴボ

ウ、ジュズダマは結実。池のなかでアシは密

集しているが、なんとなくごちゃごちゃして

おりいつもの夏のように元気がない。刈られ

たマコモはまた花をつけていた。ヒメガマは

穂。やぶのなかで元気なのはカナムグラ。あ

ちこちを覆ってオバナがめだちメバナもすで

に実をつけている。とげに気をつけながらか

きわけてすすんだ。これはやっかいな草だ。 

 

湿気が多いせいか木の幹にはカタツム

リが悠々と進んでいる。やっと涼しくな

ったので、秋を期待したが、今、あき！

は始まったばかり。ヒメジソの花やコブ

ナグサの穂はまだ見られなかったがそろ

そろ出そろう頃だ。 

 

 
悠々と進むカタツムリ 

 

 
大きな花を咲かせていたクズ 

 

 

 
ヌマガヤツリがたくさん見られた 

 

10 月の湿地の観察会は、、、 

10 月 21 日（日） 

9:30 駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 


